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図１ 外国人旅行取扱額とシェアの推移

表１   （公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」調査概要

資料：観光庁「主要旅行業者旅行取扱状況年度総計」の2012年～2015年度の結果より筆者作成　※2015年度は速報値
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総取扱額に占める外国人旅行の割合

本
研
究
の
背
景
と
目
的

　

近
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
好

調
に
推
移
し
続
け
て
お
り
、
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
に
は
過
去
最
高
と
な
る

１
９
７
４
万
人
を
記
録
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
国
内
の
旅
行
会
社
の
外
国
人
旅
行
取

扱
額
は
前
年
度
比
44
・
０
％
増
と
大
幅

増
と
な
っ
た
が
、
総
取
扱
額
に
占
め
る
外

国
人
旅
行
の
割
合
は
２・６
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
（
図
１
）、
市
場
拡
大
の
余
地
を

残
し
て
い
る
。
ま
た
、産
業
だ
け
で
な
く
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
観

光
地
に
と
っ
て
も
、経
済
的
な
効
果
（
例：

地
域
産
業
へ
の
経
済
効
果
向
上
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
な
ど
）、
社
会
的

な
効
果
（
例
：
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
市
民
の
活
躍
の
場
の
広
が
り
な
ど
）、

文
化
的
な
効
果
（
例
：
地
域
資
源
の
保
存

や
継
承
な
ど
）
と
い
っ
た
地
域
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
重
要
と
な
る
。
本
研
究
で
は
こ

う
し
た
問
題
意
識
に
立
ち
、
ま
ず
は
海
外

の
訪
日
旅
行
商
品
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
５
年
度
（
平

成
27
年
度
）
よ
り
当
財
団
の
独
自
調
査

と
し
て
、
台
湾
、
香
港
、
中
国
の
団
体
旅

行
商
品
を
対
象
と
し
た
「（
公
財
）
日
本

交
通
公
社
『
訪
日
旅
行
商
品
調
査
』」（
以

降
「
本
調
査
」
と
す
る
）
を
実
施
し
て
い

る
（
表
１
）。
本
稿
で
は
本
調
査
と
旅
行
会

社
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
も

踏
ま
え
、
各
市
場
の
訪
日
旅
行
商
品
の
特

徴
と
テ
ー
マ
別
（
買
い
物
、
体
験
）
分
析

の
結
果
を
紹
介
す
る
。

観光研究最前線（2）

2015年6月22日～23日（7月出発分）
2015年7月21日～22日（8月出発分）

旅行会社9社（台湾3社、香港2社、中国4社）

【台湾】：528商品
    7月発：263商品／8月発：265商品
【香港】：201商品
    7月発：  94商品／8月発：107商品
【中国】：492商品
    7月発：265商品／8月発：227商品

※7月と8月に同一の商品が販売されている場合は1商品としてカウントしている

調査時期

調査対象

有効商品数
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47
都
道
府
県
へ
の
訪
問
率
（
図
２
）
を

見
る
と
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
中
国
の

旅
行
商
品
の
訪
問
地
が
特
定
の
都
道
府

県
に
集
中
し
て
お
り
、
偏
り
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
一
方
、
台
湾
で
は
46
都
道
府

県
（
福
島
県
以
外
の
都
道
府
県
）、
香
港

で
は
42
都
道
府
県
（
秋
田
県
、
山
形
県
、

茨
城
県
、
埼
玉
県
、
高
知
県
の
５
県
を
除

く
都
道
府
県
）
を
訪
問
し
て
お
り
、
都
道

府
県
単
位
で
の
偏
り
が
少
な
い
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
や
香
港
が
１

つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
を
周
遊
す
る
商
品

が
半
数
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
で

は
、
１
つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
れ
る
商

品
は
全
体
の
２
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
最

も
多
い
の
は
４
つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪

れ
る
商
品
で
全
体
の
４
割
程
度
を
占
め
て

い
る
（
表
２
）。
ま
た
、
訪
問
率
上
位
の
都

道
府
県
が
東
京
都
、
大
阪
府
、
山
梨
県
、

京
都
府
、
静
岡
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
多
く
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
の

旅
行
商
品
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
ブ
ロ
ッ
ク
・
都
道
府
県
別
の
訪
問

図2   47都道府県への訪問率 表3   ブロック別の訪問率
台湾 香港 中国

北海道 17.5% 15.9% 22.7%
東北 3.5% 4.0% 0.9%
関東 21.7% 14.9% 75.9%
甲信越 22.4% 13.4% 58.0%
北陸 9.1% 7.0% 0.2%
東海 13.4% 16.4% 57.8%
近畿 21.1% 33.3% 60.2%
中国 7.1% 19.4% 1.1%
四国 1.8% 8.0% 0.2%
九州 14.6% 28.9% 6.4%
沖縄 6.1% 14.4% 5.5%

表2    訪問ブロック数別の旅行商品割合
台湾 香港 中国

1ブロック 67.2% 56.0% 23.3%

2ブロック 19.3% 18.0% 11.2%

3ブロック 11.7% 21.0% 18.4%

4ブロック 1.7% 4.5% 41.1%

5ブロック 0.0% 0.5% 5.8%

6ブロック 0.0% 0.0% 0.0%

7ブロック 0.0% 0.0% 0.2%

率
で
は
、
各
国
・
地
域
と
も
関
西
方
面
が

上
位
と
な
っ
て
お
り
（
表
３
、４
）、
特
に

大
阪
府
は
台
湾
、
香
港
で
１
位
、
中
国
で

２
位
と
い
ず
れ
も
上
位
２
位
ま
で
に
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
調
査
対
象

月
で
あ
る
７
、８
月
は
夏
休
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
家
族
旅
行
需
要
が
急
増
す

る
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
（
以
降
「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
」）
を
核
と

し
た
関
西
方
面
の
商
品
が
各
国
・
地
域
と

も
に
多
数
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表4     都道府県別の訪問率（上位10都道府県）
台湾 香港 中国

1位 大阪 19.3% 1位 大阪 29.9% 1位 東京 75.0%
2位 京都 18.7% 2位 兵庫 19.4% 2位 大阪 59.1%
3位 東京 18.5% 3位 長崎 17.4% 3位 山梨 57.2%
4位 北海道 17.5% 4位 宮崎 16.4% 4位 京都 56.1%
5位 千葉 14.8%

5位
北海道 15.9% 5位 静岡 55.9%

6 位
神奈川 12.4% 熊本 15.9% 6 位 千葉 31.4%
兵庫 12.4% 7位 京都 14.9% 7位 北海道 22.7%

8位 福岡 12.0%
8位

東京 14.4% 8位 神奈川 16.7%
9 位 熊本 11.6% 沖縄 14.4% 9 位 愛知 9.7%
10 位 長野 11.2% 鹿児島 14.4% 10 位 奈良 9.1%
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台
湾
・
香
港
・
中
国
の
全
体
的
な
傾
向

―
台
湾
・
香
港
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
周
遊
型
／
中
国
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
―

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成 資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成
※ 地方ブロックは「北海道」「東北」「関東」「甲信越」「北陸」「東海」

「近畿」「中国」「四国」「九州」「沖縄」で集計
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成　※各都道府県の内訳は上位5位を集計

　

都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の
１
位
は
大

阪
府
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
大
阪

市
」
（
77
・
０
％
）
へ
の
訪
問
率
が
最
も

高
い
。
大
阪
市
の
内
訳
は
梅
田
、
難
波
、

心
斎
橋
な
ど
の
大
阪
市
街
や
大
阪
城
周

辺
が
主
で
あ
る
（
注
１
）
。
２
位
の
京
都
府

の
内
訳
は
「
京
都
市
」
（
90
・
４
％
）
が

圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
内
訳
で
は
清
水

寺
周
辺
、
渡
月
橋
、
伏
見
稲
荷
大
社
、
祇

園
、
金
閣
寺
な
ど
の
有
名
な
寺
社
が
多

い
。
３
位
の
東
京
都
の
内
訳
は
「
お
台

場
」
（
35
・
８
％
）
が
最
も
多
く
、
そ
の

内
訳
はD

iverCity T
okyo Plaza

、
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
ガ
ン
ダ
ム
フ
ロ
ン

ト
東
京
、
お
台
場
海
浜
公
園
と
な
っ
て
い

る
（
図
３
）
。
旅
行
会
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
結
果
か
ら
、
お
台
場
へ
の
訪
問
率
が

高
い
理
由
と
し
て
、
団
体
バ
ス
の
駐
車
場

所
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
分
か
り
や
す
い

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
自
由
の
女
神
）
と
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
集
合
場
所
を
確
保
で
き
る

こ
と
な
ど
、
旅
行
会
社
側
の
ツ
ア
ー
催
行

の
し
や
す
さ
も
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
台
湾
の
場
合
、
日
本
の
四
季

折
々
の
自
然
観
光
資
源
へ
の
関
心
の
高

さ
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
台
湾

の
団
体
旅
行
商
品
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
図
４
）
か
ら
、
４
月
の
桜
（
雪
の
大

谷
と
セ
ッ
ト
で
白
川
郷
の
桜
）
、
５
～
６

月
の
藤
の
花
や
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
10
月
末

～
11
月
の
紅
葉
、
12
月
の
ス
キ
ー
な
ど

が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
特
に
一
面
に
広
が

る
花
の
風
景
は
視
覚
に
訴
え
る
「
分
か

り
や
す
い
」
資
源
で
あ
る
た
め
、
台
湾

市
場
に
訴
求
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
の
７
～
８

月
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中
心
に
旅
行
需

要
が
拡
大
す
る
た
め
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

を
核
と
し
た
周
辺
の
観
光
地
を
巡
る
旅

行
商
品
が
多
数
造
成
さ
れ
る
。
テ
ー
マ

パ
ー
ク
関
連
商
品
の
場
合
、
人
気
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
入
場
確
約
な
ど
、
団

体
旅
行
商
品
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を

発
揮
し
や
す
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

図３   台湾の訪日旅行商品の人気訪問地（都道府県上位3位とその内訳）

図４   台湾の旅行商品の年間スケジュール
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資料：旅行会社へのヒアリングなどをもとに筆者作成

台 

湾―大
阪
、
京
都
、
東
京
が
人
気
観

光
地
／
四
季
折
々
の
自
然
資
源
に

も
高
い
関
心
―
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成　※各都道府県の内訳は上位5位を集計

図６   香港の訪日旅行商品の人気訪問地（都道府県上位3位とその内訳）
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図５   香港との直行便就航状況
     （2015年7月～8月）

●  広島：2015年8月16日から週2便で運航開始
●  岡山：2015年7月2日、6日にキャセイパシフィック航空、

7月11日、15日、19日、23日、27日、31日に香港ドラゴン
航空のチャーター便が運航

資料：航空会社のウェブ
サイトより筆者作成

　

都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の
１
位
は
大

阪
府
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
大
阪

市
」
へ
の
訪
問
率
が
最
も
高
く
（
57
・
４

％
）
そ
の
内
訳
は
大
阪
市
街
（
梅
田
、
難

波
、
心
斎
橋
な
ど
）
が
主
と
な
っ
て
お

り
、
次
い
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
（
28
・
９
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
２
位
の
兵
庫
県
の
内

訳
は
「
神
戸
市
」
（
65
・
９
％
）
が
最
も

高
く
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
明
石
海

峡
大
橋
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
。
３
位
の
長
崎
県

の
内
訳
は
「
長
崎
市
」
（
39
・
７
％
）
へ

の
訪
問
率
が
最
も
高
く
、
そ
の
内
訳
は
孔

子
廟び

ょ
う、
長
崎
心
泉
堂
（
カ
ス
テ
ラ
工
場
見

学
）
、
長
崎
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
な
ど
と
な

っ
て
い
る （
図
６
）。

　

本
調
査
の
都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の

結
果 

（
表
４
）か
ら
、
長
崎
、
宮
崎
、
熊

本
、
沖
縄
、
鹿
児
島
の
５
県
が
ト
ッ
プ
10

に
入
っ
て
お
り
、
台
湾
や
中
国
に
比
べ
て

九
州
や
沖
縄
へ
の
訪
問
率
が
高
い
点
が

特
徴
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
九
州
に

は
直
行
便
が
多
数
就
航
し
て
お
り（
図

５
）、
旅
行
商
品
を
造
成
し
や
す
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
香
港
の
旅
行
商
品
を

見
て
み
る
と
、
福
岡
空
港
を
利
用
し
て
福

岡
県
、
長
崎
県
、
佐
賀
県
な
ど
を
中
心
に

北
九
州
を
周
遊
す
る
商
品
や
、
宮
崎
空

港
や
鹿
児
島
空
港
を
利
用
し
、
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
に
加
え
、
熊
本
県
や
大
分
県

も
含
め
て
南
九
州
を
周
遊
す
る
商
品
が

多
い
。

　

都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の
１
位
は
東

京
都
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
浅
草
」

（
21
・
８
％
）
、
「
皇
居
」
（
14
・
７

％
）
、
「
銀
座
」
（
14
・
１
％
）
、
「
秋

葉
原
」
（
12
・
５
％
）
、
「
お
台
場
」

（
11
・
３
％
）
な
ど
が
主
な
訪
問
地
と
な

っ
て
い
る
。
２
位
は
大
阪
府
と
な
っ
て
お

り
、
中
で
も
「
大
阪
市
」
（
91
・
８
％
）

へ
の
訪
問
が
多
く
、
そ
の
内
訳
は
大
阪
市

街
や
大
阪
城
周
辺
と
、
台
湾
や
香
港
と

同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
３
位
は
山

梨
県
と
な
っ
て
お
り
、
「
富
士
山
（
山
梨

県
側
）
」
（
34
・
０
％
）
だ
け
で
な
く
、

「
忍
野
八
海
」
（
30
・
１
％
）
、
「
河
口

湖
」
（
16
・
７
％
）
、
「
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
」
（
11
・
９
％
）
と
い
ず
れ
も
富
士

山
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
人
気
を
集
め

て
い
る （
図
７
）。

　

中
国
の
旅
行
商
品
で
は
山
梨
県
（
57
・

２
％
）
や
静
岡
県
（
55
・
９
％
）
へ
の
訪

問
率
が
半
数
以
上
に
上
り
、
台
湾
や
香

港
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い（
注
２
）
こ
と

大阪市

USJ

りんくうタウン

57.4

28.9

13.7

65.9

17.1

11.0

6.1

39.7

38.2

11.8

7.4

2.9

神戸市

兵庫（県）

姫路

淡路島
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香 

港―大
阪
、
兵
庫
、
長
崎
が
人
気
観

光
地
／
年
々
高
ま
る
九
州
・
沖
縄

人
気
―

中 

国―東
京
、
大
阪
、
山
梨
が
人
気
観

光
地
／
富
士
山
を
核
と
し
た
旅
行

商
品
造
成
―
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図７   中国の訪日旅行商品の人気訪問地（都道府県上位3位とその内訳）

図８   買い物スポット分類

　

行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を

も
と
に
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
の
分
類
を
行

い
、
各
国
・
地
域
別
の
構
成
比
を
示
し
た

も
の
が
図
８
で
あ
る
。

　

台
湾
で
は
、
免
税
店
（
33
・
６
％
）
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル

（
26
・
８
％
）
、
商
店
街
（
14
・
０
％
）

が
上
位
と
な
っ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果

か
ら
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
掃

除
機
な
ど
、
台
湾
よ
り
も
日
本
の
ほ
う
が

安
価
に
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
日
本
旅

行
の
際
に
購
入
す
る
人
も
多
い
た
め
、
主

に
家
電
を
扱
う
免
税
店
の
人
気
が
高
い

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

香
港
で
は
、
商
店
街
（
25
・
０
％
）
、

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
（
22
・
７
％
）
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル

（
20
・
８
％
）
が
上
位
と
な
っ
て
い
る

が
、
台
湾
、
中
国
と
は
異
な
る
傾
向
と
し

て
、
商
店
街
以
外
に
も
、
市
場
（
７
・
９

％
）
や
道
の
駅
（
３
・
１
％
）
な
ど
の
地

域
に
根
付
い
た
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
訪

が
特
徴
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
山
梨
県

で
は
富
士
山
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の

訪
問
が
多
く
、
富
士
山
を
核
と
し
た
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
旅
行
商
品
が

多
い
。
一
方
、
静
岡
県
で
も
こ
の
傾
向
は

同
様
で
、
富
士
山
を
中
心
と
し
て
富
士
山

資
料
館
、
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
、
平
和
公
園
を
巡
る
旅
行
商
品
が

多
い
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
中
国
の

富
士
山
を
含
む
商
品
は
５
合
目
で
食

事
、
買
い
物
、
散
策
を
す
る
程
度
と
な
っ

て
お
り
、
登
山
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
多

い
点
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
富
士
山
の

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成　※各都道府県の内訳は上位5位を集計

眺
望
を
楽
し
む
傾
向
が
あ
り
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
 ®
や
大
阪
城
の
楽
し
み
方
に

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　　

国
・
地
域
別
の
特
徴
を
把
握
す
る
調

査
の
他
、
行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情

報
を
も
と
に
、
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
と
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
２
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
析

を
行
っ
た
。
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

テ
ー
マ
別
分
析

買
い
物
ス
ポ
ッ
ト

―
台
湾
・
中
国
で
は
免
税
店
、
香

港
で
は
商
店
街
―
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

図９   体験プログラム分類

問
率
が
高
い
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
な
お
、
訪
問
率
の
高
い
商
店
街
は

狸た
ぬ
き
こ
う
じ

小
路
商
店
街
（
北
海
道
）
、
国
際
通
り

（
沖
縄
県
）
、
天
文
館
商
店
街
（
鹿
児
島

県
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
で
は
免
税
店
（
43
・
０
％
）
、
商

店
街
（
18
・
０
％
）
、
小
売
店
（
17
・
５

％
）
が
上
位
と
な
っ
た
。
旅
行
商
品
の
行

程
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
る
買
い
物
に
関

す
る
記
載
内
容
を
見
て
み
る
と
、
訪
問

す
る
主
な
店
舗
の
種
類
は
免
税
店
、
宝

石
店
（
真
珠
や
珊さ

ん
ご瑚
な
ど
）
、
家
電
店
、

生
活
用
品
店
、
健
康
食
品
店
と
な
っ
て
お

り
、
１
旅
程
で
１
～
２
カ
所
程
度
に
訪
問

し
、
訪
問
時
間
は
い
ず
れ
も
60
分
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
旅
程
に
は
「
日
本
製
」

が
強
調
さ
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
日
本
製
商
品
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を

も
と
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
分

類
を
行
っ
た （
図
９
）。
な
お
、
今
回
は
明

び
つ
い
た
工
場
見
学
が
多
い
こ
と
や
、
北

海
道
で
は
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
乗
馬

体
験
、
沖
縄
県
で
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
水
中
観
光
船
な
ど
、
そ

の
地
域
独
自
の
豊
か
な
自
然
資
源
を
活

用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
展
開

さ
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

京
都
府
で
は
、
茶
道
、
和
菓
子
作
り
な

ど
、
日
本
文
化
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
構
成
比
率
は
低
い
府
県
で
も
、

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
（
群
馬
県
）
、
黒
酢
工

場
見
学
（
鹿
児
島
県
）
な
ど
の
地
域
産
業

や
、
郡
上
お
ど
り
（
岐
阜
県
）
、
た
こ
焼

き
作
り
（
大
阪
府
）
な
ど
、
地
域
の
文
化

に
根
差
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
る
。

お
わ
り
に

　

訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
で
は
今
後
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
外
国
人
の
個
人
旅
行
）
が
進
展
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
の

ら
か
に
体
験
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の

の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
乗
り
物
に

乗
る
こ
と
自
体
が
楽
し
み
と
な
り
得
る

「
乗
車
・
乗
船
体
験
」
や
、
「
工
業
体

験
・
見
学
」
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。
主

な
「
乗
車
・
乗
船
体
験
」
は
箱
根
海
賊

船
、
柳
川
の
川
下
り
、
鬼
太
郎
列
車
、
主

な
「
工
業
体
験
・
見
学
」
は
白
い
恋
人
工

場
（
ク
ッ
キ
ー
菓
子
）
の
見
学
、
余
市
蒸

溜
所
工
場
見
学
、
長
崎
心
泉
堂
（
カ
ス
テ

ラ
店
）
工
場
見
学
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
見
学
が
上
位
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

て
い
る
都
道
府
県
に
着
目
し
て
分
析
を

行
っ
た
。
今
回
の
分
析
対
象
と
な
る
全
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
場
所
の
都
道
府

県
別
構
成
比
と
、
各
都
道
府
県
で
実
施

さ
れ
て
い
る
主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記

載
し
た
も
の
が
図
10
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
北
海
道
（
24
・
４
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
沖
縄
県
（
10
・
４
％
）
、
京

都
府
（
７
・
３
％
）
と
な
っ
た
。
な
お
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
な
い
県

は
７
県
と
な
っ
た
。
上
位
の
北
海
道
で
は

菓
子
や
ウ
イ
ス
キ
ー
、
沖
縄
県
で
は
泡
盛

や
製
塩
な
ど
、
い
ず
れ
も
地
域
産
業
と
結

■台湾　■香港　■中国
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図１０  全国で実施されている体験プログラム

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

容
拡
充
と
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の

の
実
施
率
の
向
上
と
い
う
視
点
が
重
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
飲
食
」
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
「
カ

ニ
」
や
「
和
牛
」
が
強
調
さ
れ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
人
気
食
材
で
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
両
食

材
と
も
に
地
域
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
実
際
に
農
水
省
の
調

査 

（
注
３
）
か
ら
も
「
神
戸
産
」
の
和
牛
以

外
は
地
域
名
が
つ
い
た
和
牛
に
対
す
る

認
知
度
が
低
い
と
い
う
結
果
も
あ
る
た

め
、
地
域
へ
の
認
知
度
を
高
め
、
地
域
で

の
消
費
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
日
本
産

か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
「
○
○

（
地
域
名
）
産
」
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（
注
１
）	

本
調
査
で
は
①
都
道
府
県
の
訪
問
率
に
加

え
、
②
市
町
村
や
主
要
観
光
地
の
訪
問
率
に

つ
い
て
も
分
析
し
た
。

（
注
２
）	

山
梨
県
へ
の
訪
問
率
（
台
湾
：
10
・
８
％
／

香
港
：
９
・
５
％
／
中
国
：
57
・
２
％
）、
静

岡
県
へ
の
訪
問
率
（
台
湾
：５
・７
％
／
香
港
：

8
・
５
％
／
中
国
：
55
・
９
％
）

（
注
３
）	「
平
成
26
年
度
輸
出
戦
略
実
行
事
業
」
海
外

の
牛
肉
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
「
都
道
府
県

ブ
ラ
ン
ド
」
の
意
義
及
び
「
和
牛
統
一
マ
ー

ク
」 

使
用
の
効
果
に
関
す
る
調
査
報
告
書

地
域
資
源
に
高
い
関
心
を
持
つ
台
湾
や

香
港
な
ど
に
と
っ
て
は
、
団
体
旅
行
は
無

駄
な
く
効
率
的
に
地
方
の
魅
力
を
体
験

で
き
る
一
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
、
引
き

続
き
一
定
の
需
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
観
光
地
側
で
は
こ
う
い
っ

た
訪
日
外
国
人
の
来
訪
を
一
つ
の
機
会
と

捉
え
、
地
域
へ
の
経
済
的
効
果
、
社
会
的

効
果
、
文
化
的
な
効
果
を
創
出
す
る
た

め
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

今
回
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、

「
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
」
で
は
、
台
湾
、
中

国
を
中
心
に
免
税
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
な
ど
へ
の
訪
問
率
が
高

い
が
、
今
後
は
積
極
的
に
地
域
の
事
業
者

を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
魅
力
づ
く

り
や
受
入
態
勢
の
拡
充
を
行
い
、
香
港
の

旅
行
商
品
の
よ
う
に
商
店
街
や
市
場
な

ど
へ
の
訪
問
率
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
北
海

道
、
沖
縄
県
、
京
都
府
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
以
外
の
都
道
府
県
で
も
、
そ
の
土
地
の

文
化
や
産
業
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
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